




















要約

  本研究の目的は、コミュニテイ・ぺースでの抑うつを中心とした思春期のメンタルヘル

スの疫学的実態把握と、それに基づく支援のあり方の提言である。東京都内の女子中学生

1、2、3年生 382 名を対象に、1996 年 9 月に「思春期の生活と健康についてのアンケート

調査」を実施した(有効回答率93.5% 357 名)。現在世界的主流となている精神疾患の操作

的診断基準 Diagnostic and Statistical Manual ofMental Disorders IV(DSM-IV)に基づ

く抑うつ尺度 DSM Scale for Depression(DSD)を用い、思春期抑うつの有症率を推定した。

有症率は、全体で 9.2%、このうち、さらに日常生活に支障があるものは、全体で 2.5%で

あった。抑うつ尺度 DSD の Cronbach アルファ係数は 0.9 以上であった。全般的なこころ

の健康状態を悪いと回答したものは、全体で 9.8%であった。一方、こころの問題で誰か

に相談したことがあると回答したものは、全体で 3.1%であった。以上の結果より、調査

対象の中学生の約 10 人に 1 が、抑うつをはじめ何らかのこころの問題や悩みを抱えてい

ることが明らかになった。にもかかわらず、実際に何らかの支援を求めていたのは、その

約 3分の 1にすぎなかった。このことから、こころの問題を抱えた子供たちをもっとオー

プンに受け入れることのできる人材と場所を確保・整備することは、いわゆる思春期メン

タルヘルスの二次予防として、緊急の課題であると示唆された。さらに、こころの問題に

対する理解や問題に遭遇した場合の対処法等について子供たちが学ぶことのできる機会を、

学校のカリキュラムの中で提供していくことも、いわゆる思春期メンタルヘルスの一次予

防として、重要であると思われた。そして、養護教員のみならず一般教員や保護者に対し

ても、思春期のメンタルヘルスについての啓蒙を行い、学校内だけにとどまらず、地域の

精神医療福祉機関との連携を広げて、包括的な支援のネットワークの構築を行なっていく

ことが必要であると考えられた。


